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(1) 情報提供の充実及び利用者の意見の反映

１　施設及び設備に関する計画

第４　その他主務省令で定める業務運営に関する事項

７　不要財産以外の重要な財産の譲渡等に関する計
　画

６　不要財産の処分に関する計画

８　剰余金の使途

(3) 代位弁済率の低減に向けた取組

(4) 求償権の管理・回収の取組

(1) ガバナンスの高度化

(2) 情報セキュリティ対策

５　漁業災害補償関係業務

(2) 共済団体等に対する貸付業務の適正な実施

（注）評定欄のカッコ書きは、自己評価である。

２　職員の人事に関する計画（人員及び人件費の効
　率化に関する目標を含む。）

３　積立金の処分に関する事項

(4) 利用者のニーズの反映等

中期目標
期間実績

令和３年度年度評価及び中期目標期間見込評価　項目別評定総括表

４　その他中期目標を達成するために必要な事項

第１　国民に対して提供するサービスその他の業務の質
　　の向上に関する目標を達成するためとるべき措置

(3) 保険事故率の低減に向けた取組

(4) 求償権の管理・回収の取組

(5) 利用者のニーズの反映等

(6) 事務処理の適正化及び迅速化

(1) 融資機関等に対する普及推進・利用促進の
　取組【重要度：高】

(2) 適切な保険料率・貸付金利の設定
　【重要度：高】

３　調達方式の適正化

４　長期借入金の条件

５　短期借入金の限度額

３　決算情報・セグメント情報の開示

４　電子化の推進

評価年度

(5) 利用者のニーズの反映等

(6) 林業者等の将来性等を考慮した債務保証

(7) 事務処理の適正化及び迅速化

(1) 適切な保険料率・貸付金利の設定
　【重要度：高】

３　漁業信用保険業務

(2) 共済団体に対する貸付業務の適正な実施

(2) 保険事故率の低減に向けた取組

(3) 求償権の管理・回収の取組

(1) 情報提供の充実及び利用者の意見の反映

(5) 事務処理の適正化及び迅速化

中期目標
期間実績

評 価 項 目

４　農業保険関係業務

１　事業の効率化（平成29年度対比５％以上の事業
　費の削減）

２　経費支出の抑制（平成29年度対比20％以上の一
　般管理費の抑制）

第３　財務内容の改善に関する目標を達成するためとる
　　べき措置

１　財務運営の適正化

(2) 適切な保証料率の設定【重要度：高】

２　林業信用保証業務

評価年度

１　農業信用保険業務

第２　業務運営の効率化に関する目標を達成するためと
　　るべき措置

２　予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及
　び資金計画

(1) 融資機関等に対する普及推進・利用促進の
　取組

評 価 項 目

資料２



　独立行政法人通則法の一部を改正する法律（ポイント）【平成27年4月1日施行】

　　ＰＤＣＡサイクルが機能する目標・評価の仕組みの構築

　　　　・　総務大臣は、目標・評価に関する指針を策定。

　　　　・　主務大臣は、指針に基づいて目標を設定・指示し、毎年度、業績評価を実施。

　　　　・　総務省の独立行政法人評価制度委員会は、主務大臣の目標案、中期目標期間の見込評価を点検。

　

 　　　③基金の理事長・監事からの
   　　　ヒアリング
 

 　　　⑥評価結果の通知

資料２（参考）

評　　価　　の　　ス　　キ　　ー　　ム

　   　評価に関する
       指針の通知

　⑦評価結果の点検
（中期目標期間の見込評価のみ）

④外部有識者から
　の意見聴取

 ②自己評価
 　の提出

独立行政法人の評価について

　⑥評価結果の通知
（中期目標期間の見込評価のみ）

　 主務大臣による
　 評価結果を報告

農林漁業信用基金

①自己評価の実施

農林水産省独立行政法人評価有識者会議

農林漁業信用基金部会

主務大臣
（農林水産大臣・財務大臣）

⑤評価の実施

総務大臣

評価に関する

指針の策定

総務省の独立行政法人

評価制度委員会評価運営委員会



評　　価　　の　　流　　れ

○年度評価の流れは以下のとおり。中期目標期間（見込・実績）も同様の方法により実施。

 【評価項目】 【 項目別評価 】 【 総合評価 】　　

　【 定量的目標を設定している項目 】

 対目標値の達成度合 評定

Ｓ  120％以上で顕著な成果がある Ｓ 　４点

Ａ  120％以上 Ａ 　３点

Ｂ  90％以上120％未満 Ｂ 　２点

Ｃ  50％以上90％未満 Ｃ 　１点

Ｄ  50％未満 Ｄ 　０点

　【 定性的目標を設定している項目 】

 120％以上で顕著な成果がある Ｓ 　４点

 120％以上 Ａ 　３点

 90％以上120％未満 Ｂ 　２点

 50％以上90％未満 Ｃ 　１点

 50％未満 Ｄ 　０点

 120％以上で顕著な成果がある Ｓ 　４点

 120％以上 Ａ 　３点

 90％以上120％未満 Ｂ 　２点

 50％以上90％未満 Ｃ 　１点

 50％未満 Ｄ 　０点

大項目の合計
数値の割合合

基準となる数値
との対比１２３

１．中項目の評価の集計に当たり、中項目に含まれる小項目の項目
　数に重要度が高い業務を含む小項目の項目数を加えたものに２を
　乗じて得た数を基準として、５段階評価で行う。その際、重要度
　が高い業務を含む小項目については、点数に２を乗じるものとす
　る。

中項目の合計
数値の割合合

基準となる数値
との対比１２３

 所期の目標を下回り、抜本的
 な改善を要する

Ｄ

 所期の目標を上回る顕著な成
果があった

Ｓ

 所期の目標を上回る成果が
あった

Ａ

 所期の目標が概ね達成された Ｂ

 
 ○中期目標で
 　定めた項目
 　を単位とし
 　て、評価項
 　目を設定。

　○中期目標の達成状況、中期計画の実施状況等
　　を考慮し、評価項目毎に、５段階の評語（Ｓ、
　　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）による評定を付す。
　　「Ｂ」を標準とする。

○項目別評定を基礎とし、法人全体の状況について、記述による
　評定及び５段階の評語（Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）による評定を付す。

 120％以上で顕著な成果がある

 120％以上

 100％以上120％未満

 80％以上100％未満

 80％未満

 所期の目標を下回り、改善を
要する

Ｃ

小項目の合計
数値の割合合

基準となる数値
との対比１２３

２．大項目の評価
　　　 中項目に準じて５段階評価を行う。

３．総合評価
　　　大項目に準じて５段階評価を行う。
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